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一
、
法
雲
寺
の
古
文
書
中
、
小
田
原
城
攻
略
に
関
係

の
あ
る
も
の

ａ
、
北
条
攻
め
下
令
の
朱
印
状

条
と

一
、
北
条
事
、
近
年
蔑
公
儀
、
不
能
上
洛
、
殊
於
関
東
、
任
雅
意
致
狼
籍

条
不
及
是
非
、
然
問
去
年
可
被
加
御
謙
罰
処
、
駿
河
大
納
言
家
康
卿
、

依
為
縁
者
、
種
を
懇
望
候
間
、
以
条
数
被
仰
出
侯
へ
．
〈
、
御
請
申
付

而
、
被
成
御
赦
免
、
則
美
濃
守
罷
上
、
御
礼
甲
上
候
事

一
、
先
年
家
康
被
相
定
条
数
、
家
康
表
裏
様
に
申
上
侯
間
、
美
濃
守
被
成

御
対
面
上
〈
、
堺
目
等
之
儀
被
聞
召
届
、
有
様
可
被
仰
付
侯
間
、
家
之

良
従
差
越
ロ
と
被
仰
出
之
処
、
江
雪
指
上
詑
、
家
康
与
北
条
国
切
之
約

諾
儀
如
何
と
御
尋
候
処
其
意
趣
〈
甲
斐
信
濃
ノ
中
城
城
者
、
家
康
手
柄

法
政
史
学
第
一
五
号

秀
吉
の
小
田
原
城
攻
略
に
関
す
る
古
文
書
に
っ

ｌ
特
に
福
井
県
丹
生
郡
越
廼
村

法
雲
寺
の
古
文
書
を
中
心
に
Ｉ

次
第
可
被
申
付
、
上
野
之
中
〈
北
条
可
被
申
付
由
相
定
、
甲
信
両
国
〈

則
家
康
被
申
付
侯
、
上
野
沼
田
儀
令
北
条
不
及
自
力
、
却
而
家
康
相

違
之
様
二
申
成
、
寄
事
於
左
右
、
北
条
出
仕
迷
惑
侯
旨
申
上
候
か
と
被

思
召
、
於
其
儀
者
、
沼
田
可
被
下
侯
、
乍
左
上
野
の
う
ち
真
田
特
来
候

知
行
三
分
二
沼
田
城
二
相
付
、
北
条
二
可
被
下
侯
、
三
分
一
〈
真
田
一
一

被
仰
付
候
条
、
其
中
二
有
之
城
〈
真
田
可
相
拘
由
被
仰
定
、
右
北
条
一
一

被
下
侯
三
分
二
之
替
地
者
、
家
康
よ
り
真
田
一
一
可
相
渡
旨
被
成
御
究
、

北
条
上
洛
可
仕
と
の
一
札
出
し
候
者
、
則
被
差
遣
御
上
史
、
沼
田
可
相

渡
与
被
仰
出
、
江
雪
被
道
下
侯
事

一
、
当
年
極
月
上
旬
、
氏
政
可
致
出
仕
之
旨
、
御
請
之
一
札
進
上
候
、
依

之
被
差
遣
津
田
隼
人
正
、
富
田
左
近
将
監
、
沼
田
被
渡
下
候
事

一
、
沼
田
要
害
請
取
侯
上
〈
、
右
之
一
札
二
相
任
、
即
可
罷
上
と
被
思
食

候
処
、
真
田
相
拘
候
岑
ぐ
る
ミ
の
城
を
坂
、
表
裏
仕
候
上
者
、
使
者
一
一

坪
内

Ｕ、

て

五
四

晋
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非
可
被
成
御
対
面
儀
候
彼
史
雌
可
及
生
害
助
命
□
遣
候
事

一
、
秀
吉
若
輩
之
時
孤
と
成
て
信
長
公
属
幕
下
身
を
山
野
に
捨
、
骨
を
海

岸
に
砕
、
干
戈
を
枕
と
し
夜
は
に
寝
夙
に
お
き
て
、
軍
忠
を
つ
く
し
戦

功
を
は
げ
ま
す
、
然
而
日
中
比
蒙
君
恩
、
人
に
名
を
し
ら
乏
因
並
西

国
征
伐
儀
被
仰
付
、
対
大
敵
争
雌
雄
刻
、
明
智
日
向
守
光
秀
、
以
無
道

之
故
、
奉
討
信
長
公
此
注
進
を
聞
届
、
弥
彼
表
押
詰
、
任
存
分
不
移
時

日
令
上
洛
逆
徒
光
秀
伐
頸
報
恩
恵
雪
会
稽
、
其
後
柴
田
修
理
亮
勝
家
、

信
長
公
之
厚
恩
を
忘
国
家
を
乱
し
叛
逆
之
条
、
是
又
令
退
治
之
詑
、
此

外
諸
国
叛
者
樹
之
、
降
者
近
之
、
無
不
属
座
下
者
、
就
中
秀
吉
一
言
之

表
裏
不
可
在
之
、
以
此
故
相
叶
天
命
者
哉
、
予
既
挙
登
電
場
鷹
之
誉
成

塩
梅
則
關
之
臣
関
万
機
詐
、
然
処
氏
直
背
天
道
之
正
理
へ
対
帝
都
企
好

謀
、
何
不
蒙
天
罰
哉
、
古
諺
一
三
巧
訴
不
如
拙
誠
、
所
詮
普
天
下
逆
勅

命
輩
、
早
不
不
可
不
加
謙
伐
、
来
歳
必
携
節
旋
令
進
発
、
可
刎
氏
直
首

事
、
不
回
踵
者
也

天
正
十
七
年
十
一
月
廿
四
日
（
朱
印
）

北
条
左
京
大
夫
ど
の
へ

史
書
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
右
と
同
一
の
通
牒
を
徳
川

家
康
を
介
し
て
北
条
氏
直
に
手
交
せ
し
め
宣
戦
布
告
と
し
て
い

る
。
な
お
伊
達
家
や
真
田
家
の
古
文
書
に
も
存
す
る
と
こ
ろ
か
ら

ふ
る
と
、
こ
の
通
牒
が
幾
通
か
作
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
所
に
掴
け
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
法
雲
寺
の
も
の
も
そ
の
際
の
一
通
で
、
所
々

、

き
損
し
て
文
字
の
読
糸
難
い
の
は
各
大
名
に
持
ち
ま
わ
っ
た
｝
」
と

を
物
語
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
現
在
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
が
『
続

秀
吉
の
小
田
原
城
攻
略
に
関
す
る
古
文
書
に
つ
い
て
（
坪
内
）

年
号
は
天
正
十
七
年
で
あ
る
こ
と
は
前
後
の
関
係
で
明
か
で
あ

る
が
、
秀
吉
の
通
牒
の
日
付
が
十
一
月
一
一
十
四
日
で
あ
る
こ
と
と

考
え
合
せ
る
時
、
当
時
の
交
通
状
況
で
は
無
理
で
あ
る
。
即
ち
十

一
月
一
一
十
四
日
以
後
に
関
東
に
下
り
諸
家
諸
大
名
に
届
け
て
そ
の

後
で
一
一
一
成
に
頼
ん
だ
の
で
は
な
く
て
、
恐
ら
く
東
下
り
の
先
に
京

都
に
上
っ
て
石
田
と
交
渉
し
そ
の
確
約
を
得
て
し
か
る
後
に
出
発

し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
事
実
は
は
た
し
て
如
何
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
点
な
お
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。

ｃ
、
太
閤
の
制
札

禁
制

一
、
軍
勢
甲
乙
人
等
濫
妨
狼
籍
事

一
、
放
火
事

群
書
類
従
』
第
六
百
九
巻
合
戦
部
「
北
条
記
」
六
に
収
め
ら
れ
て

一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
法
雲
寺
に

伝
わ
る
も
の
に
よ
っ
て
一
記
述
す
る
。

ｂ
、
石
田
―
―
一
成
の
書
状

今
度
長
々
御
在
京
不
及
是
非
侯
、
御
朱
印
之
儀
頂
戴
有
度
之
由
候
、
雌

然
来
春
北
条
為
御
成
敗
、
至
関
東
表
御
動
座
候
而
、
於
其
表
急
度
申
調

可
過
候
、
可
御
心
易
候
諸
家
中
へ
御
書
御
朱
印
被
成
置
候
条
、
此
節
慥

可
被
相
届
儀
如
斯
候

恐
を
謹
言

十
二
月
五
日

三
成
花
押

五
五
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法
政
史
学
第
一
五
号

一
、
対
地
下
人
百
姓
非
分
之
儀
申
懸
事

右
条
と
堅
令
停
止
詑
、
若
於
違
犯
之
輩
者
、
速
可
被
処
厳
科
者
也

天
正
十
八
年
七
月
日

（
朱
印
）

七
月
五
日
氏
直
が
秀
吉
に
降
参
を
申
出
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
戦

後
の
後
始
末
や
論
功
行
賞
な
ど
で
取
込
ん
で
い
た
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
朱
印
の
制
札
下
賜
も
そ
の
後
始
末
の
一
つ
で
、
日
付
が

記
入
し
て
な
い
し
、
も
う
一
つ
は
宛
名
が
な
い
。
こ
れ
は
朱
印
の

制
札
を
賜
わ
る
べ
き
者
の
概
数
だ
け
右
筆
の
者
が
書
い
て
朱
印
を

捺
し
た
も
の
を
石
田
三
成
が
前
の
約
束
に
よ
り
法
雲
寺
へ
届
け
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
太
閤
の
朱
印
は
北
条
攻
め
の
通
牒
の
も
の
と
同

一
で
あ
る
。
か
か
る
事
か
ら
で
も
当
時
に
お
い
て
は
制
札
を
賜
わ

る
こ
と
が
如
何
に
貴
重
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
を
知
る
に
足
る
一
例

℃
Ｕ

で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
宣
戦
の
通
牒
が
汚
れ
て
き
損
し
て
い
る

の
に
対
し
、
こ
の
制
札
は
端
正
に
保
た
れ
現
在
は
表
装
さ
れ
て
法

蔵
内
に
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
、
秀
吉
の
北
条
攻
め
と
法
雲
寺

法
雲
寺
は
も
と
下
野
国
芳
賀
郡
大
内
ノ
庄
高
田
に
あ
っ
て
専
修

寺
と
号
し
真
宗
高
田
派
の
本
寺
で
あ
っ
た
。
現
存
す
る
「
法
雲
寺

系
図
抜
粋
」
に
よ
れ
ば
、
嘉
禄
二
年
（
一
一
一
一
一
六
年
）
親
鷲
が
関

も
、

東
布
教
の
際
の
第
一
の
弟
子
真
仏
が
後
継
者
と
な
っ
て
法
燈
を
つ

ぎ
、
顕
智
・
専
空
な
ど
相
継
い
で
そ
れ
を
承
け
実
に
関
東
に
お
け

一
ユ
ー
ハ

る
真
宗
原
始
教
団
の
中
心
道
場
で
あ
っ
た
。
降
っ
て
第
十
世
の
真

慧
に
至
り
、
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
そ
の
後
妻
の
連
れ
子
応
真

と
共
に
伊
勢
一
身
田
に
移
り
、
本
願
寺
派
の
蓮
如
と
対
抗
し
て
東

海
・
近
畿
・
北
陸
に
布
教
し
現
在
の
高
田
派
専
修
寺
と
な
っ
た
。

ま
た
一
方
、
真
慧
は
後
柏
原
天
皇
の
第
二
皇
子
常
盤
井
宮
を
申
請

け
て
十
一
世
の
法
嗣
と
し
「
喜
雲
院
宮
真
智
」
と
称
し
て
真
慧
ら

が
伊
勢
移
転
後
の
関
東
の
法
燈
を
支
配
し
た
。
し
か
し
当
時
の
関

東
は
戦
乱
の
巻
で
あ
り
、
殊
に
武
田
・
上
杉
の
抗
争
は
布
教
に
少

な
か
ら
ず
支
障
が
あ
っ
た
の
で
、
た
ま
た
ま
越
前
門
徒
の
要
請
も

あ
り
朝
倉
義
景
の
屋
敷
地
寄
進
の
こ
と
も
あ
り
、
元
亀
年
間
（
一

五
七
○
’
一
五
七
二
）
に
真
智
は
越
前
国
坂
井
郡
熊
坂
（
現
在
福

井
県
金
津
町
で
蓮
如
の
開
い
た
吉
崎
に
近
い
）
の
地
に
移
り
専
修

寺
を
建
立
し
た
。
し
か
し
一
身
田
側
も
熊
坂
に
一
宇
を
建
立
し
、

専
修
寺
と
号
し
た
。
こ
ん
な
関
係
で
熊
坂
の
地
も
都
合
悪
く
、
十

四
世
の
真
教
の
時
更
に
転
じ
て
丹
生
郡
畠
中
に
寺
基
を
移
し
、
寛

永
十
一
年
よ
り
伊
勢
と
の
間
に
本
寺
職
争
い
が
起
り
、
江
戸
寺
社

奉
行
の
裁
決
の
結
果
は
敗
訴
と
な
り
、
真
教
は
江
州
に
流
さ
れ
寛

文
十
二
年
以
降
は
大
谷
派
に
帰
属
し
て
そ
の
末
寺
と
な
り
、
「
高

田
山
法
雲
寺
」
と
号
し
て
現
在
地
に
移
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

秀
吉
が
小
田
原
城
攻
略
の
最
後
通
牒
を
発
し
た
日
付
は
天
正
十

七
年
二
五
八
九
年
）
十
一
月
で
、
真
智
の
甥
真
能
の
代
で
あ
っ

、
、
、

た
め
度
々
性
へ
ん
が
あ
っ
た
一
」
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
秀
吉
は
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た
。
熊
坂
に
移
転
後
塵
か
十
七
・
八
年
に
過
ぎ
な
い
の
で
関
東
と

の
縁
も
い
ま
だ
厚
く
、
信
徒
や
大
内
庄
の
本
寺
巡
行
（
僧
行
）
の

こ
の
便
を
利
用
し
て
関
東
の
諸
将
に
内
々
そ
の
協
力
を
促
し
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

「
北
条
氏
〈
太
閤
ノ
御
手
二
就
カ
ズ
小
田
原
二
関
ラ
ス
エ
テ
サ
サ
エ
申

ス
ー
ョ
リ
関
東
ノ
諸
大
名
へ
北
条
攻
メ
ノ
下
令
ノ
朱
印
状
届
ケ
ル
コ
ト

依
頼
一
一
ヨ
リ
意
ヲ
決
シ
テ
命
ヲ
承
ヶ
関
八
州
一
一
ソ
ノ
旨
ヲ
伝
へ
テ
帰
り

各
大
名
御
同
心
申
ス
由
復
命
三
太
閤
イ
タ
ク
御
勘
ア
リ
、
果
シ
テ
北

条
攻
〆
〈
所
期
ノ
成
果
ヲ
遂
ゲ
、
太
閤
〈
朱
印
ヲ
以
テ
制
札
ヲ
賜
フ
。

天
正
十
八
年
ノ
下
と
（
「
法
雲
寺
系
図
抜
粋
」
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
真
能
が
東
下
り
の
際
、
北
条
攻
め
の
下
令
朱
印

状
を
依
頼
さ
れ
、
こ
れ
を
北
条
勢
力
下
の
関
東
に
持
ち
ま
わ
り
諸

大
名
の
同
意
を
得
る
の
に
努
力
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
け
だ
し

真
智
及
び
真
能
、
ま
た
は
そ
の
子
孫
が
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
常
に
脳

裡
に
在
っ
た
も
の
は
伊
勢
一
身
田
の
専
修
寺
で
あ
っ
た
ろ
う
。
即

ち
後
日
お
こ
る
で
あ
ろ
う
本
寺
職
争
い
の
伏
線
的
な
対
抗
意
識
は

既
に
こ
の
頃
か
ら
芽
ば
え
て
い
た
こ
と
は
熊
坂
で
の
専
修
寺
建
立

で
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ん
な
意
識
状
態
の
時
、
時
の

絶
対
権
力
者
に
依
頼
を
う
け
る
な
ど
の
こ
と
は
緊
張
感
を
覚
え
る

こ
と
で
あ
り
、
ま
た
成
功
す
れ
ば
光
栄
で
す
ら
あ
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
「
意
ヲ
決
シ
テ
命
ヲ
承
ケ
」
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
小
田
原
城
攻
略
の
成
功
後
は
、
そ
の
代
償
と
し
て
制
札
の

秀
吉
の
小
田
原
城
攻
略
に
関
す
る
古
文
書
に
つ
い
て
（
坪
内
）

下
賜
を
所
望
し
、
石
田
三
成
に
あ
っ
せ
ん
の
労
を
取
る
確
約
を
さ

せ
た
こ
と
は
、
「
三
成
の
書
状
」
で
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

う
し
て
天
正
十
八
年
七
月
付
の
太
閤
朱
印
の
制
札
が
下
賜
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

三
、
む
す
び

数
多
い
法
雲
寺
の
古
文
書
中
、
宗
教
関
係
以
外
の
も
の
で
最
も

豪
華
な
も
の
は
こ
の
北
条
攻
め
の
朱
印
状
で
あ
る
。
そ
れ
は
長
さ

約
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
四
十
糎
、
美
濃
紙
四
倍
ほ
ど
の
大
き
さ
の

立
派
な
大
高
檀
紙
で
、
そ
れ
に
墨
痕
も
鮮
や
か
に
認
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
ん
な
堂
々
た
る
宣
戦
布
告
文
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
は
如
何

に
認
識
不
足
の
北
条
方
も
肝
が
寒
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、

使
者
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
た
諸
大
名
も
、
雲
が
竜
に
従
い
、
大
風

に
な
び
く
草
木
の
よ
う
に
協
力
せ
ざ
る
を
得
な
い
一
種
の
圧
力
を

感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
秀
吉
も
こ
の
一
戦
に
成
功
し
な

か
っ
た
ら
天
下
統
一
の
大
業
が
完
成
し
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
慎

重
だ
っ
た
。
現
存
す
る
法
雲
寺
の
朱
印
令
状
が
そ
の
役
目
を
果
す

た
め
に
持
ち
麺
わ
っ
た
中
の
一
通
と
見
て
差
支
な
か
ろ
う
。
殊
に

太
閤
朱
印
が
制
札
の
も
の
と
全
く
同
一
で
あ
る
点
か
ら
も
真
物
と

認
め
て
よ
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
私
は
さ
き
に
か
か
げ
た
三
通
の
古
文
書
を

「
法
妻
寺
に
お
け
る
小
田
原
城
攻
略
に
関
す
る
一
連
の
古
文
書
」

と
し
て
重
ん
じ
た
い
の
で
あ
る
。（
福
井
県
大
野
市
立
有
終
中
学
校
勤
務
）
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